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1．は じめ に

3 ．結果およ び考察

　ア ル コ
ー

ル発 酵の定轟実験 は、高等学校生物夏

の嫌 気呼吸で取 り扱われる 。

一般に教科書で は 、

キ ュ
ーネ氏発酵管や注射器を用いた 実験例が紹

介されてお り、 市販の 乾燥酵母（ドライイース ト）

を用いて時間経過とともに発生した二 酸化炭素

の 垂を求めると い っ たもの で ある 。 また 、 教科書

によ っ ては 、 温度の違い や基質 、 pH の 影響によ

っ て、二 酸化炭素の 発生鑾がど の よ うに変化する

の か を探究する実験が載 っ て い る。

　今回、 どの学校にもある身近な実験器具を用い

たアル コ ール発酵の 定蘯奚験を開発 し、キ ュ
ーネ

氏発酵管や注射器を用い た結果との 比較検討を

した 。 また 、 開発 した実験を実際に高校生に試行

さぜ 、 その 有効性に つ い て検討した 。

2 ．開発した実験方法

　 こ こ で開発した実験は、チ ャ ッ ク 付きビニ
ー

ル

袋の 中で起きた発酵により発生した二 酸化炭素

の 篷を、 その 体積分が 三 角フ ラス コ 中の水を押 し

出すことにより測定するというもので ある。

　まず 、 チ ャ ッ ク付きビニ ー
ル袋に基質となる物

質 （グル コ ー
ス） 1．Og と乾 燥酵母 （ドラ イイ

ー
ス ト） 1．Og 入れ る 。 次 に設定温度 と同 じ水

温 の水 をメスシ リンダー
で tO ．Om1 測りと っ

て 入れ、ビニ
ー

ル袋内の空 気を押 し出すように 5
00m1 の 三 角フラ ス コ 内に 沈め、ガ ラス管の つ

いたゴム栓をする。この三 角 フラス コ を、設定 温

度の水槽内に置き、実験を開始す る 。 なお、ゴム

栓 についたガラス管の先 は、メスシ リ ン ダーの ロ

につながるよ うに して おく 。 ビニ ール袋内で はア

ル コ
ー

ル発酵が行われ、二 酸化炭素が発生する。
それ に伴い、ビニ

ー
ル袋 は膨張 して くる の で 、 そ

の体積分だけ、三角フラ ス コ 内 の 水がガ ラス管を

伝わ り、外に配置 したメス シ リン ダ ー内に押 し出

され る 。 この メ スシ リン ダ ー内の 水の 体積を読み

取る ことで、発生 した 二 酸化 炭素の 量 を測 定する

こ とができる。

　今回は 、 20 ℃ 、 25 ℃ 、 30 ℃ の 3 通 りで 行

い 、 い ずれも 5 分ご とにメス シリン ダ ーに押 し出

された水の 体積 、 すなわち 、 二 酸化炭素の 発生靂

を読み取 っ た 。 下 の 図は 、 50 分間の 二 酸化炭素

発生蘯 （mD の経過を示 したもの で ある 。

（注）縦軸は二 酸化炭素発生量 （m1 ）を

　 　　示 して い る。

　この結果 は、注射器 で行 っ た実験の場合 とほぼ

同様の もの とな っ た 。 生 徒実験で は、同 じ目的の

実験で も様々な方法があるとい うこ とを示すた

め 、 キ ュ
ーネ氏発酵管や注射器を用い た実験に加

えて 、今回 の 方 法で の 実 験 も行 っ た 。 今 回、開発

した 実験方法に つ い て は、実験器具の 操作 や原理

など 、

一定 の 理解を得 られたと考えて いる 。
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